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②学校と地域
の課題

03 学校支援
ボランティアの

確保・育成

現在、多数のボランティアに協
力いただいているが、全員が
活躍できる場を提供できていな
い。スキー教室等の専門的な
依頼が多いことから、活動して
いるボランティアに偏りが生じ
ている。また、数年に渡ってボ
ランティアの育成の場を設けて
いない。ボランティアの意識・質
の向上のためにも最低年に１
回は研修会を開催したい。

令和５年度当初からコミュニティ・スクー
ルが発足するにあたり、学校教育支援の
今後のあり方も少しずつ変化を加えてい
く必要がある。上記のとおり活動するボラ
ンティアに偏りがあることから、全員が幅
広く活躍できるシム手無の構築に取り組
みたい。コミュニティスクールとの連携が
必要になっていくことから、ボランティアと
の情報共有、合意形成を行っていかなけ
ればならない。

今年度の取り組みとして、ボランティアと
して今後も継続していただけるかの確
認、継続していただける方には活動でき
る曜日や協力いただける内容の確認等、
システム構築における土台作りを行った。
また、コミュニティスクールとの連携にお
いては学校運営協議会へ参加したが、地
域学校協働活動との実質的な連携は行
えていないため、次年度への課題となっ
た。

学校を地域全体で支え、地域と
学校の協働で子どもたちを育て
る環境を整備する。

誰もが活躍できる支
援活動の提供数、そ
の従事者数

243 人 300 218 2
数年にわたり、登録しているボランティアの交流・育成の場を
設けていない。ボランティア人材の発掘や育成支援を図り、
さらに充実した学校支援を行えるように務める。
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